
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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更 科 姫
松 姫
雪 姫

本 西  満 明
松 本  智 幸
佐 上  友 貴

・・・
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大 鬼
八幡大菩薩

吉 政  友 也
井 上  一

平 維 茂
相良蔵 人
家 来

・・・
・・・
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土 井  学
吉 田  圭 壮
原  幸 一

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

加 藤  塁
菊 川  勇 樹
田 川  夢 翔
佐 上  季 恵

　奥州会津の生まれで大自在天魔王の血を受け継ぐ更科姫は、都に出て源家を滅ぼし魔国にしようとしましたが、陰陽師に正体
を見破られ信州は戸隠山へと追いやられてしまいます。奥山に住みつき庶民に災いを為した。
　鹿狩り出掛けた平維茂主従は道中紅葉狩を楽しみながら奥山へと向かいます。維茂主従の動向を察知した更科姫は、麗しき女
人に姿を変え山中で紅葉狩りの酒宴をはり、維茂主従をその酒宴に誘い込み、酒に酔い伏した維茂主従の命を狙おうとするが、
八幡大菩薩が現れ、女人の正体を告げ神剣を授けます。神剣を授かった維茂は八幡の神の威徳をもってめでたく鬼女を成敗する
という物語です。

第二幕『紅葉狩』（もみじがり）
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滝 夜 叉姫
夜 叉 丸
蜘 蛛 丸

吉 政  友 也
土 井  学
田 川  夢 翔
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大宅中将光圀
下 田 義 近

原  幸 一
菊 川  勇 樹

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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加 藤  塁
陣  星 輝
増 田  卓 巳
佐 上  季 恵

　東の国の新皇を名乗った平将門（たいらのまさかど）は、天慶（てんぎょう）の乱で藤原秀郷（ふじわらのひでさと）・平貞盛（たい
らのさだもり）の軍に敗れ去ります。
　平将門の娘・五月姫（さつきひめ）は、父の怨念を果たす為、貴舟（きふね）の社（やしろ）に「願」をかけ、満願と共に貴舟の神よ
り妖術を授かります。五月姫は、名を「滝夜叉姫」と改め、父の因縁の郷、下総（しもふさ）の国・相馬（そうま）の地に立ち戻り、多く
の手下を従えて反乱を企てます。
　陰陽師・大宅中将光圀（おおやのちゅうじょうみつくに）らは、姫征伐の朝命を奉じ、下総の国へと向かいます。陰陽の術と邪心
の妖術の激しい戦いとなりますが、滝夜叉姫の朝廷に対する復讐は成らず、無惨に敗れ去っていくという物語です。

第一幕『滝夜叉姫』（たきやしゃひめ）

大森神楽団プロフィール ～広島市佐伯区～
　大森神楽団は、明治の初期から氏神社である大森八幡神社（広島市佐伯区湯来町伏谷）の奉納を第一義として活動してま
いりました。台風による災害時を除いて、奉納の伝統を守ってきたことは私どもの誇りです。また、神楽の可能性を求めてい
く過程で、幸いにして、様々な行事に奉納する機会を得ることができるようになり、大変感謝しております。
　古き良き神楽の伝承にも心を配りつつ、地域に根付いた神楽団として先輩方の神楽への熱き情熱を良き伝統として引き継
ぎ、『大森神楽』を皆様にお届けしたいと考えております。

おおもりかぐらだん


